
戸台川流域におけるフサフジウツギの植生について 

 

〇調査地および調査方法 

調査地は、2001年の大窪の調査と同様に伊那市長谷村戸台にある戸台ダ

ム（標高 1000ｍ）から赤河原と藪沢の中流域（標高約 1600ｍ）までを調査

対象地域とした【図１】。戸台ダムから上流に約１㎞までを区画１、そこから

１㎞上流を区画２と、約１㎞ごと９区画に分けて各調査を行った。区画名

は下流から順に区画１～９とした。【図２】 

                                 

                            フサフジウツギ（撮影:伊東美水） 

また、文献調査で、フサフジウツギと同属で在来種のフジウツギの存在を知り、合わせて調査することにした。

調査地を歩きながらこの２種を見つけるたびに、位置情報が付加できるスマートフォンやデジカメで撮影した。

そのデータをグーグルマップにプロットして分布図を作成した。そして、集めたデータを地図にプロットしたも

のと伊藤（１９９８）の調査結果を比較し考察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】 調査地域 

【図１】 調査地概略図 



〇調査結果 

調査結果を区画ごとに分けて 98年の結果と比較すると次のようになった。【表１】 

フサフジウツギは、98年に比べ下流部では群落が減少し、中流部では群落が確認できず、やや生息が縮小し

ている傾向が見られた。その一方で、98年の調査では分布が確認されていない上流部において、区画８では確

認できなかったが、区画７・９では様々な大きさの個体が確認され、フサフジウツギの分布が戸台川上流部ま

で広がってきていることが明らかとなった。フジウツギについては、98年の調査ではすべての区画において確

認されたが、今回の調査では下流部の区画１・２では確認できず、生息域が縮小している様子がうかがえた。 
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